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英国パプリックスクールの生活とスボーツについて
英国パブリックスクールの生活とスポーツにおいて
T.Arnold 時代の Rugby校
ーはじめに一 英国Iゞプリックスクールの教育に
ついては批判もあるが、高い評価がなされている
面もある。特にスポーツを重視した人間形成は全
世界が注目し、ひろく普及した。これによって多
大の成果があげられたが、反面、各種の問題も生
じており、その対応をせまられている現実もある。
これらを考える 1 つの手がかりとして、スポーツ
教育の出発点ともいうべきT.arnold 時代の
Rugby 校における生活とスポーツの係わりあい
について謁ぺた。
I T. Arnoldのスポーツ観
T. Arnold は現在のような意味でスボーツと
いう言菜を使っていない。彼は健康や体力の維持、
増進のための運動を exerciseと呼び、その他の
場合も cricket, football のように各名称で
示している。それぞれ若干のちがいはあると思う
が、いずれも身体活動を伴う点で共通していろの
で、これらに対する彼の考え方をまとめてみた。
①健康と体力の維持増進。 T.Arnold はRugby Iこ
行任すると同時に、大改革を目指して、宗教的信
念の実践、徳育の徹底、知識の充実等のために専
念し、多くの主張も述ぺた。このような彼には仕
弔から全く解放され、総てを忘れられるレクリュ
ーションが必要であった。彼は特に戸外の運動を
好み、柏投げ、水浴、乗馬、散歩、クリケット、
かけ足、氷すぺり、ボート等をおこなった。これ
は健康ということだけでなく教師に必要な快活さ
(liveliness) や体力を保つためでもあった。
彼は「図む館の階段を上がれなくなったら、その
時が学校を上る時だ。」と述ぺている。
②相互理解や友t，りを深めるために。 T. Arnold 
は R屯byの改革にあたって、助教師達との相互理
解や友切を深めることが大切であると考え、彼等
をしばしば自宅に招き、共に跳躍、ポールジャン
ピング、柏投げ、乗馬、散歩をおこなった。
③息子たちゃ生徒の教育に役立てるために。彼は
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スポーツが子供達の教育に頂要な役割を屯すこと
を認め、休日には学校のフィールドで各種のhappy
Ii t l le matches をともにおこない、クリケット
についてはプロのコーチによって指召していた。
生徒のスボーツについては時折校庭を見廻る程度
で匝接指導奨励はしなかったが、キリスト教教育
を通して徳育の充実に努め、男らしく労敢にプレ
ーすること等を強調すると共に、団体粘神やリー
ダーシップの直要性をホした。 play の細部につ
いてはプリーフェクトの指芍性にゆだねることに
よって、生徒の自活能力の向上をはかった。これ
は学校改革の大きな特徴でもあった。
II 日諜
一週間のうら、月・水・金の日課は朝 7 : 0 0 
に始り、 5 : 3 0 に終った。 5:30~7:30
までお茶と散歩があった 火 ・ 木・土は午后が半
休日となり play l 1me が設けられていた。
1 8 3 9年に入学した一少年の記録によれば、こ
の時のゲームはクリケット、フットポール、ファ
イプスで、これ以外はおこなわれなかった。しか
し年問を通じてみた楊合はランニングや水泳もお
I : 30 ディナー
こなわれていた。日
I| (play tim, 曜の口課は宗教的色
3: 3 0 彩が澄く、追徳面の
I 課外授菜 指導に重点がおかれ
6: 00 ていた。特にT.
7I: l 3 0 (p(ay t血e) Arno Idの説教は生
I bed time 徒に深い感銘を与え
IO: 00 
座って予習 ており、 6 フィート
［半休日の午后の日課〕 の胃年に涙を流させ、恥かしさを感じさせ
ていたといわれる。 Rugby のスポーツが、この
ような宗教的雰囲気を一面にもつ教育の中で人格
形成に寄与してきたことは、宗教教育のない我々
の学校との大きな差であり注目すべき点である。
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m スポーツの実際
当時のスポーツae録はこの頃からより正確に残
されるようになった。 1 8 3 0 年に入学した一生
徒はクリケットの立寄判をする fag、フソトポー
ルのゴール後方に立たされる fagについて述べて
いる。①クリケット試合のスコアーは 1 8 3 1 年
から記録され、 1 8 4 0年のM.C.Cとの試合
に Thoma:<1 Hughes はキャプナンとして参加し
た。②フットボールはまだ各校が独自のルールで
、及施していた。 Ruゆyではポールを持って走るこ
とは 18 3 4 年頃認められていたが "running in • 
は l8 41 年に合法化された。 1 83 9年にQueen
adelai de が Rugby を訪れ、この時フットボール
の試合を参観した。この試合は 10:225名で
おこなわれたが、まだ、このような形が一般的で
あった。＠洛種の • runs 論 が組織化されろように
なったのはこの時代で、 1 8 3 7 年に Barby
Hill や Bil ton等の• runs 鴫 が先ず記録され、
1 8 3 8 年にCrick run がはじめて現れt、• こ
れは約 1 0 マ，，ルを走るものであった。®これら
の他、あらゆる師類の manly exercises が奨
励され実施されていt• 。
N スポーツ を活発にした諸条件
このためには先ず、 (1 T.Arnoldの教育万針が
あげられねばならない。彼のキリスト教教行はと
もすれば粗野になりがちなスポー :J IC.秩序と道徳
をもたらしたと考えられる。史に彼は古代史を研
究したが、そこから·,•;年教育のヒントを得、パプ
リックスクールにおけるスポーツの自由か好まし
いものと考えていた。これ以外に（の衣生活一一時
間のゆとり、口課、 (3)集団生活と自治活動、④少
年達の心にある強いものへのあこがれとエネルギ
ーの発散、 ⑤スポーツを生活に密布させて介てて
きた社会の歴史や伝統、⑥適切な施設等が考えら
れる。
ーまとめー T . Arno ldの牛活に於てスポーツ
は生活の一部であり、不可欠の存在であった。生
徒のスポーツは活気に沼ち、勇敢さ、男らしさを
mんじて行われ、宗教的な精神修茂と並行してB
課に組まれおり、街育の面でも効果をあげた。こ
のようなスポーツの隆盛と教育効果の向上を支え
たと思われるいくつかの条件があった。
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